令和５年度第１回福島県労働審議会

開催日時：令和５年８月３１日（木）　午後１時３０分～午後３時００分

開催場所：本庁舎５階　正庁　
出 席 者：【労働審議会委員　１１名】

　　　　　　藤原雅美委員（会長）、阿部幸子委員、前田伸吾委員、石堂修委員、
板橋正治委員、金成孝典委員、佐藤美奈子委員、中野寛子委員、
川口美岐男委員、貴田岡信委員、真船あい委員

　　　　　【県】

松本雅昭商工労働部長、長根由里子商工労働部政策監
（産業人材育成課）長尾憲宏課長、影山真紀主幹兼副課長　ほか
（雇用労政課）遠藤玄主幹兼副課長　ほか
１　開会

２　商工労働部長挨拶

３　新任委員の紹介
４　定足数確認

　　事務局から、委員総数１５名のうち１１名の委員の出席があり、定足数（過半数）に達していることから、福島県労働審議会条例第５条第３項の規定により、本審議会が有効に成立していることを報告した。
５　会長挨拶及び議事録署名人指名

６　議事
（１）ふくしま女性活躍推進計画の進捗状況について
（２）働き方改革の推進について

雇用労政課主幹から「参考　ふくしま女性活躍推進計画の概要」、「資料１－１ ふくしま女性活躍推進計画進歩状況」及び「資料２ 働き方改革の推進について」について説明。

　　　※委員から出された主な意見については、以下のとおり。
　　　・引き続き働きやすい職場づくりの推進をお願いしたい。
　　　　・男性の育休取得率について、企業数からみるとまだまだ少ない印象のため、実施している施策をより広く周知し、活用を促す必要がある。
　　　　・育児介護休業法が改正になったが、いまだ企業において周知徹底されていないところがあるため、より分かりやすく事業の活用も含めて周知してほしい。
　　　　・男性の育休取得については、小規模事業所では代替職員を確保できずに取組が困難なところも多い。取組事例等を含めて発信する必要がある。
　　　　・男性の育休取得については、潜在的にはより多く取得ニーズがあるのでは。取得したことが男性自身にとっても、その家庭にも、さらに職場にも良い効果を生むような事例の発信をすることが有効では。

　　　　・女性のキャリア意識や啓発も取組の重要なポイントになるのではないか。
　　　　・女性に焦点を当てて女性のために何かやるのではなく、みんなが働きやすい職場づくりをしていくことで、男女ともに働きやすく、若年層人材が定着するのではないか。
　　　　
（３）第１１次福島県職業能力開発計画の進捗状況について

　　　産業人材育成課長から「福島県立テクノアカデミーパンフレット」、「資料３－１、資料３－２　第１１次福島職業能力開発計画の進捗状況」、「資料３－３　第１１次福島職業能力開発計画数値目標及び実績」について説明。
　　　※委員から出された主な意見については、以下のとおり。

　　　　・産業界の人材ニーズと学生の関心、就職におけるミスマッチが生じており、県内の人材確保に向けて検討してほしい。
　　　　・イノベーションコースト構想をはじめとする復興に係る人材の確保も重要。
　　　　・テクノアカデミー修了生は就職率100％であり、資格取得も可能であるため、産業界にとって大変期待が大きいところであり、その魅力をより発信し、学生確保に向けて検討してほしい。

　　　　・学生の保護者は経済的な負担と教育内容、就職先、就職率に関心があるため、テクノアカデミーの学費や寮費の低廉さの一方で素晴らしいハードウェアを持っている点、地元就職率が高い点をアピールしていくことが重要。
　　　　・学校や県だけでなく、人材を必要としている産業界も、その業界や業種、事業所のアピールをしていく必要がある。
　　　　・今年度県が実施している「アウトオブキッザニア」のように、小さい頃から
その業界に触れる機会が重要。
　　　　・技能検定について、手数料を減免する現行制度に加え、実際に現場で働きながら資格取得された方やその事業所の生の声が分かる事例を発信することで、資格を取得する会社や若手の方が増えるのではないか。
　　　
（４）その他
　　　※委員から出された主な意見については、以下のとおり。
　　　　・次世代を担う経営者への勉強機会を設ける必要があるのでは。
７　商工労働部長挨拶

　　
８　閉会
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